
平
成
三
十
年
度国

　
　語

　
　問

　
　題

試
験
が
始
ま
る
前
に
次
の
事
項
を
よ
く
読
み
な
さ
い
。

一
、
解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
記
入
し
な
さ
い
。

二
、
解
答
用
紙
の
記
入
に
あ
た
っ
て
は
次
の
注
意
事
項
を
守
り
な
さ
い
。

　
ア
、
正
解
の

　
　
の
部
分
を
鉛
筆
で
ぬ
り
つ
ぶ
す
こ
と
。

　
イ
、
下
の
解
答
用
紙
の
ぬ
り
方
を
見
て

　
　
を
正
し
く
ぬ
る
こ
と
。

　
ウ
、
記
入
は
Ｈ
Ｂ
の
鉛
筆
を
使
用
す
る
こ
と
。

　
エ
、
消
す
と
き
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
消
し
ゴ
ム
で
完
全
に
消
す
こ
と
。

　
オ
、
氏
名
、
中
学
校
名
、
受
験
番
号
、
解
答
記
入
欄
以
外
に
は
何
も

　
　
　
書
か
な
い
こ
と
。

　
カ
、
用
紙
は
折
り
曲
げ
た
り
、
汚
し
た
り
し
な
い
こ
と
。

こ
こ
か
ら
放
送
で
指
示
が
あ
る
の
で
よ
く
聞
き
な
さ
い
。

一
、
解
答
用
紙
に
氏
名
、
中
学
校
名
を
記
入
し
な
さ
い
。

二
、
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
を
記
入
し
、
記
入
例
を
見
て
正
し
く

　
　
を
ぬ
り

　
　
つ
ぶ
し
な
さ
い
。

◎
受
験
番
号
記
入
例

　
　
　

	

↑

受
験
番
号
の
五
ケ
タ
の
数
字
が
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
例

　題
】 

【
一
】
次
の
漢
字
の
読
み
を
後
の
語
群
の
中
よ
り
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

　
　
①

　
携

　
帯

　
　
　
　
ア
・
け
い
た
い

　
イ
・
け
い
お
び

　
ウ
・
て
い
た
い

　
エ
・
け
い
せ
い

　
　
②

　
世

　
紀

　
　
　
　
ア
・
さ
い
き

　
　
イ
・
せ
い
き

　
　
ウ
・
よ
き

　
　
　
エ
・
よ
の
り

　
　
答

　
　
　
①
…
…
ア

　
　
②
…
…
イ

  ◎解答記入欄

　　　　　　↑
正解のアとイがぬりつぶされています。

◎
解
答
用
紙
の
ぬ
り
方

正
し
い
例

悪
い
例
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	1	

【
一
】
次
の
各
文
の
傍
線
部
の
漢
字
と
し
て
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
　
中
学
の
カ
テ
イ
を
修
了
す
る
。

　
　
　
　（
ア
、
課
程

　
　
イ
、
過
程

　
　
ウ
、
過
定

　
　
エ
、
課
定
）

②
　
勝
利
の
カ
ン
セ
イ
が
響
い
た
。

　
　
　
　（
ア
、
歓
声

　
　
イ
、
喚
声

　
　
ウ
、
勧
声

　
　
エ
、
観
声
）

③
　
キ
セ
イ
道
徳
を
批
判
す
る
。

　
　
　
　
　（
ア
、
既
製

　
　
イ
、
既
成

　
　
ウ
、
規
正

　
　
エ
、
規
成
）

④
　
カ
ン
コ
ウ
を
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　（
ア
、
敢
行

　
　
イ
、
緩
行

　
　
ウ
、
慣
行

　
　
エ
、
刊
行
）

⑤
　
う
わ
さ
の
シ
ン
ギ
を
正
す
。

　
　
　
　
　（
ア
、
真
義

　
　
イ
、
信
義

　
　
ウ
、
真
偽

　
　
エ
、
審
議
）

【
二
】
次
の
各
文
の
（

　
　
）
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
　「
一
石
二
鳥
」
と
同
じ
意
味
の
も
の
は
（
ア
、
一
朝
一
夕

　
　
イ
、
一
攫
千
金

　
　
ウ
、
一
挙
両
得

　
　
エ
、
一
拳
一
動
）
で
あ
る
。

②
　「
自
負
」
と
は
（
ア
、
自
分
で
負
け
る
こ
と

　
　
イ
、
気
が
弱
い
こ
と

　
　
ウ
、
自
分
の
考
え
を
言
い
は
る
こ
と

　
　
エ
、
自
分
の

力
を
頼
み
ほ
こ
る
こ
と
）
で
あ
る
。

③
　「
客
観
的
」
と
結
び
つ
く
も
の
は
（
ア
、
信
念

　
　
イ
、
目
的

　
　
ウ
、
態
度

　
　
エ
、
希
望
）
で
あ
る
。

④
　「
沿
革
」
と
は
（
ア
、
沿
岸
一
帯

　
　
イ
、
な
ま
り
と
か
わ

　
　
ウ
、
遠
い
と
こ
ろ

　
　
エ
、
う
つ
り
か
わ
り
）
で
あ
る
。

⑤
　「
ネ
（
し
め
す
へ
ん
）」
が
部
首
で
な
い
字
は
（
ア
、
祈

　
　
イ
、
礼

　
　
ウ
、
祝

　
　
エ
、
視
）
で
あ
る
。

【
三
】
①
〜
⑤
の
四
つ
の
□
に
共
通
す
る
漢
字
を
ア
〜
オ
か
ら
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
　
□
行

　
□
勇

　
野
□

　
□
風

　
　
　
　
　（
ア
、
向

　
　
イ
、
戦

　
　
ウ
、
変

　
　
エ
、
蛮

　
　
オ
、
先
）

②
　
□
圧

　
□
咳

　
□
魂

　
重
□

　
　
　
　
　（
ア
、
軽

　
　
イ
、
血

　
　
ウ
、
鎮

　
　
エ
、
変

　
　
オ
、
喉
）

③
　
傾
□

　
傍
□

　
□
講

　
□
罪

　
　
　
　
　（
ア
、
向

　
　
イ
、
斜

　
　
ウ
、
重

　
　
エ
、
近

　
　
オ
、
聴
）

④
　
先
□

　
宗
□

　
□
理

　
□
人

　
　
　
　
　（
ア
、
行

　
　
イ
、
教

　
　
ウ
、
哲

　
　
エ
、
向

　
　
オ
、
真
）

⑤
　
野
□

　
尊
□

　
□
屈

　
□
近

　
　
　
　
　（
ア
、
蛮

　
　
イ
、
者

　
　
ウ
、
行

　
　
エ
、
葬

　
　
オ
、
卑
）

【
四
】
次
の
各
文
を
品
詞
分
解
す
る
と
ど
れ
が
正
し
い
か
。
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
　「
小
さ
な
花
ほ
ど
美
し
い
。」

　
　
ア
、
連
体
詞
・
名
詞
・
名
詞
・
形
容
詞

　
　
イ
、
連
体
詞
・
名
詞
・
助
詞
・
形
容
詞

　
　
ウ
、
形
容
詞
・
名
詞
・
助
詞
・
形
容
詞

　
　
エ
、
形
容
詞
・
名
詞
・
助
動
詞
・
形
容
詞

　
　
オ
、
形
容
動
詞
・
名
詞
・
助
詞
・
形
容
詞

②
　「
今
夜
は
ひ
ど
い
雨
に
な
り
ま
す
。」

　
　
ア
、
名
詞
・
名
詞
・
助
詞
・
名
詞
・
名
詞
・
助
動
詞
・
助
動
詞

　
　
イ
、
名
詞
・
助
詞
・
形
容
詞
・
名
詞
・
助
詞
・
動
詞
・
助
動
詞

　
　
ウ
、
名
詞
・
助
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
助
動
詞
・
助
動
詞

　
　
エ
、
名
詞
・
名
詞
・
助
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
動
詞
・
助
詞

　
　
オ
、
名
詞
・
助
動
詞
・
名
詞
・
形
容
動
詞
・
動
詞
・
助
詞

③
　「
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。」

　
　
ア
、
動
詞
・
助
詞
・
動
詞
・
助
詞

　
　
イ
、
副
詞
・
動
詞
・
動
詞
・
助
詞
・
助
詞

　
　
ウ
、
名
詞
・
動
詞
・
助
詞
・
動
詞
・
助
詞

　
　
エ
、
名
詞
・
動
詞
・
副
詞
・
動
詞
・
助
詞
・
助
詞

　
　
オ
、
副
詞
・
動
詞
・
助
詞
・
動
詞
・
助
詞
・
助
詞
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④
　「
広
大
な
太
平
洋
を
船
で
航
海
す
る
。」

　
　
ア
、
連
体
詞
・
名
詞
・
助
詞
・
名
詞
・
助
詞
・
名
詞
・
動
詞

　
　
イ
、
形
容
動
詞
・
名
詞
・
助
詞
・
名
詞
・
助
詞
・
動
詞

　
　
ウ
、
形
容
動
詞
・
名
詞
・
助
詞
・
名
詞
・
助
詞
・
名
詞
・
動
詞

　
　
エ
、
名
詞
・
助
詞
・
名
詞
・
助
詞
・
形
容
動
詞
・
動
詞

　
　
オ
、
連
体
詞
・
名
詞
・
助
詞
・
形
容
動
詞
・
名
詞
・
動
詞

⑤
　「
正
し
く
伝
え
ら
れ
た
話
だ
。」

　
　
ア
、
形
容
詞
・
動
詞
・
助
動
詞
・
名
詞
・
助
詞

　
　
イ
、
副
詞
・
動
詞
・
助
動
詞
・
助
動
詞
・
形
容
動
詞

　
　
ウ
、
副
詞
・
動
詞
・
助
動
詞
・
助
詞
・
名
詞
・
助
動
詞

　
　
エ
、
形
容
詞
・
動
詞
・
助
動
詞
・
助
詞
・
名
詞
・
助
動
詞

　
　
オ
、
形
容
詞
・
動
詞
・
助
動
詞
・
助
動
詞
・
名
詞
・
助
動
詞

【
五
】
次
の
①
〜
⑤
の
各
問
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

①
　
枕
草
子
『
に
く
き
も
の
』
の
冒
頭
文
、「
憎
き
も
の
。
急
ぐ
こ
と
あ
る
を
り
に
来
て
長
言
す
る
ま
ら
う
ど
。」
の
傍
線
部
「
ま
ら
う

ど
（
ま
ら
う
と
）」
の
意
味
と
し
て
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

　
　
ア
、
ま
れ
に
話
す
人
、
つ
ま
り
親
し
く
な
い
人
。

　
　
イ
、
ま
れ
に
来
る
人
、
つ
ま
り
客
。

　
　
ウ
、
い
つ
も
来
る
人
、
つ
ま
り
親
戚
。

　
　
　
　
　
　
エ
、
ま
れ
に
働
く
人
、
つ
ま
り
ひ
ま
な
人
。

②
　
徒
然
草
の
冒
頭
文
「
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、
ひ
ぐ
ら
し
す
ず
り
に
む
か
ひ
て
〜
」
の
「
つ
れ
づ
れ
な
り
（
つ
れ
づ
れ
）」
の
意
味

と
し
て
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

　
　
ア
、
す
る
こ
と
が
な
く
退
屈
な
こ
と

　
　
イ
、
時
間
に
追
わ
れ
忙
し
い
こ
と

　
　
ウ
、
楽
し
そ
う
な
日
々
の
こ
と

　
　
　
　
エ
、
と
て
も
懐
か
し
く
思
う
こ
と

③
　
枕
草
子
『
う
つ
く
し
き
も
の
』
の
冒
頭
文
、「
う
つ
く
し
き
も
の
。
瓜
に
か
き
た
る
ち
ご
の
顔
」
の
傍
線
部
「
う
つ
く
し
き
も
の
」

の
意
味
と
し
て
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

　
　
ア
、
美
し
い
も
の

　
　
イ
、
す
ば
ら
し
い
も
の

　
　
ウ
、
か
わ
い
ら
し
い
も
の

　
　
エ
、
立
派
な
も
の

④
　
次
の
熟
語
の
中
で
、
訓
読
を
す
る
と
き
に
「
レ
点
」
を
用
い
な
い
で
読
む
の
は
ど
れ
で
す
か
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
答
え
を

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

　
　
ア
、
不
振

　
　
イ
、
寒
風

　
　
ウ
、
未
知
数

　
　
エ
、
希
望
者

⑤
　
孔
子
の
『
論
語
』
に
「
子
曰
く
、
吾
十
有
五
に
し
て
学
に
志
す
。
三
十
に
し
て
立
つ
。・
・
・
」
と
あ
る
が
、
傍
線
部
「
立
つ
」
の

意
味
と
し
て
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

　
　
ア
、
起
き
あ
が
る

　
　
イ
、
基
礎
か
ら
確
立
す
る

　
　
ウ
、
出
発
す
る

　
　
エ
、
立
身
出
世
す
る

【
六
】
次
の
外
来
語
の
意
味
を
一
つ
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
　
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

　
　
　
　
　（
ア
、
非
常
手
段

　
　
イ
、
宗
教
団
体

　
　
ウ
、
偽
装
工
作

　
　
エ
、
個
人
主
義
）

②
　
レ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　（
ア
、
修
飾

　
　
　
　
イ
、
修
辞

　
　
　
　
ウ
、
原
因

　
　
　
　
エ
、
発
展
）

③
　
コ
ン
セ
プ
ト

　
　
　
　
　
　
　（
ア
、
話
し
方

　
　
　
イ
、
聞
き
方

　
　
　
ウ
、
考
え
方

　
　
　
エ
、
生
き
方
）

④
　
コ
ン
セ
ン
サ
ス

　
　
　
　
　
　（
ア
、
意
見

　
　
　
　
イ
、
方
法

　
　
　
　
ウ
、
合
意

　
　
　
　
エ
、
関
係
）

⑤
　
リ
テ
ラ
シ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
ア
、
決
断
力

　
　
　
イ
、
分
析
力

　
　
　
ウ
、
破
壊
力

　
　
　
エ
、
活
用
力
）
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【
七
】
次
の
①
〜
⑤
の
各
問
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

①
　
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
有
名
な
俳
人
は
松
尾
芭
蕉
と
小
林
一
茶
と
も
う
一
人
は
誰
で
す
か
。
次
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
一
つ
選

び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

　
　
ア
、
与
謝
蕪
村

　
　
イ
、
歌
川
広
重

　
　
ウ
、
近
松
門
左
衛
門

　
　
エ
、
十
返
舎
一
九

②
　『
源
氏
物
語
』
は
何
帖
か
ら
で
き
て
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

　
　
ア
、
四
十
四
帖

　
　
イ
、
四
十
八
帖

　
　
ウ
、
五
十
四
帖

　
　
エ
、
五
十
八
帖

③
　「
現
存
す
る
最
も
古
い
作
り
物
語
は
『（
あ
）』
で
あ
り
、
歌
物
語
は
『（
い
）』
で
あ
る
。
歌
物
語
は
そ
の
後
『（
う
）』
へ
と
続
く
。」

右
文
に
当
て
は
ま
る
作
品
名
の
組
み
合
わ
せ
で
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

　
　
ア
、（
あ
）
竹
取
物
語
（
い
）
宇
津
保
物
語
（
う
）
落
窪
物
語

　
　
イ
、（
あ
）
伊
勢
物
語
（
い
）
竹
取
物
語

　
（
う
）
大
和
物
語

　
　
ウ
、（
あ
）
竹
取
物
語
（
い
）
伊
勢
物
語

　
（
う
）
大
和
物
語

　
　
エ
、（
あ
）
伊
勢
物
語
（
い
）
竹
取
物
語

　
（
う
）
落
窪
物
語

④
　
次
の
中
か
ら
森
鴎
外
の
小
説
で
な
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

　
　
ア
、
舞
姫

　
　
イ
、
山
椒
大
夫

　
　
ウ
、
青
年

　
　
エ
、
刺
青

⑤
　
川
端
康
成
以
外
に
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
け
た
日
本
人
作
家
は
誰
で
す
か
。
次
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
答
え
を

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

　
　
ア
、
夏
目
漱
石

　
　
イ
、
三
島
由
紀
夫

　
　
ウ
、
大
江
健
三
郎

　
　
エ
、
カ
ズ
オ
イ
シ
グ
ロ

【
八
】
次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

　
現
代
ａ
の
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
①
感
ず
る
こ
と
の
一
つ
は
、「
価
値
観
ｂ
の
多
様
化
」
な
ど
と
い
う
こ
と
が
合
い
言
葉
の
よ
う
に
い
わ

れ
る
反
面
、
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
画
一
的
な
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
考
え
方
に
動
か
さ
れ
て
い
る
面
ｃ
の
あ
る
こ
と
で
す
。

い
わ
ゆ
る
「
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
」
と
か
、
マ
ス
コ
ミ
的
「
情
報
」
に
対
す
る
反
応
と
か
に
も
②
そ
れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
社
会
的
に
生
活

の
画
一
化
が
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
で
し
ょ
う
が
、
と
く
に
青
少
年
ｄ
の
場
合
は
、
生
活
環
境
の
画
一
化
が
、
生
き
る
こ
と

の
意
味
の
多
様
さ
と
深
さ
の
発
見
を
困
難
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
環
境
に
お
か
れ
た
生
活
の
中
で
考
え
方
に
行
き

詰
ま
っ
て
も
、
違
っ
た
生
活
体
験
に
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
別
の
考
え
方
が
で
き
る
こ
と
に
気
づ
い
た
り
、
人
生
の
広
く
深
い

意
味
と
人
間
の
可
能
性
を
教
え
ら
れ
る
よ
う
な
機
会
が
、
あ
ま
り
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
読
書
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
の
生
き
方
に
学
ぶ
と
い
う
の
も
、
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
け
る
導
き
に
す
る
た
め
で
、
自
分
の
生
き
方

は
も
と
も
と
自
分
で
生
き
て
み
る
こ
と
の
な
か
か
ら
つ
か
み
と
っ
て
い
く
も
の
で
す
。（
Ⅰ
）
よ
く
、
人
の
書
い
た
「
人
生
論
」
を
③
薬
で
も

の
む
よ
う
に
読
ん
で
満
足
し
た
り
、
答
え
で
も
見
つ
け
る
よ
う
な
（
Ａ
）
的
な
態
度
で
読
む
人
が
い
ま
す
が
、
④
そ
う
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。（
Ⅱ
）

　
自
分
の
能
力
や
可
能
性
と
い
う
も
の
も
、
自
分
か
ら
進
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
重
ね
て
い
く
な
か
で
、
お
の
ず
か
ら
自
覚
さ
れ
て
く

る
こ
と
の
ほ
う
が
普
通
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
Ⅲ
）
一
つ
の
こ
と
を
長
く
続
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
し
、
ま
た
人
と
物
と
の
⑤
偶
然

の
ふ
れ
あ
い
か
ら
道
が
開
け
る
こ
と
も
人
生
に
は
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
分
自
身
で
生
き
る
こ
と
、（
Ｂ
）
的
に
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
ご
と
に
挑
ん
で
い
く
こ
と
が
、
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
Ⅳ
）

　
人
間
の
活
動
と
い
う
も
の
は
、
つ
ね
に
社
会
の
中
で
営
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
社
会
的
な
価
値
を
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
自
分
の
可

能
性
や
生
き
方
と
い
う
も
の
は
、
閉
鎖
的
な
⑥
自
己
の
内
部
に
で
き
あ
が
っ
た
特
定
の
形
と
し
て
見
つ
か
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高

校
生
の
中
に
は
、
自
分
が
何
に
向
い
て
い
る
、
何
が
で
き
る
の
か
は
っ
き
り
わ
か
る
ま
で
進
路
が
き
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
ふ
う
に
考
え

る
人
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
さ
し
あ
た
り
自
分
の
直
面
し
て
い
る
仕
事
や
生
活
に
正
面
か
ら
と
り
く
む
こ
と
、
ま
た
社
会
的
な
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
分
野
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

	

（
田
代
三
良
「
高
校
生
に
な
っ
た
ら
」）



	4	

問
一
、
＝
＝
傍
線
部
ａ
〜
ｄ
の
「
の
」
の
中
で
、
一
つ
だ
け
意
味
・
用
法
で
他
と
違
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
選
び
、
答
え
を

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

ア
、（
ａ
）　

　
イ
、（
ｂ
）　

　
ウ
、（
ｃ
）　

　
エ
、（
ｄ
）

　問
二
、
傍
線
部
①
「
感
ず
る
」
と
「
感
じ
る
」
に
つ
い
て
文
法
的
に
説
明
し
た
文
章
で
正
し
い
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
記
号
で
選
び
、
答
え
を

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

ア
、「
感
ず
る
」
と
「
感
じ
る
」
は
ど
ち
ら
も
上
一
段
活
用
の
動
詞
で
あ
り
、
活
用
形
は
連
体
形
と
終
止
形
の
違
い
で
あ
る

イ
、「
感
ず
る
」
は
上
一
段
活
用
の
動
詞
の
連
体
形
で
あ
り
、「
感
じ
る
」
は
サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
の
連
体
形
で
あ
る

ウ
、「
感
ず
る
」
と
「
感
じ
る
」
は
ど
ち
ら
も
サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
で
あ
り
、
活
用
形
は
連
体
形
と
終
上
形
の
違
い
で
あ
る

エ
、「
感
ず
る
」
は
サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
の
連
体
形
で
あ
り
、「
感
じ
る
」
は
上
一
段
活
用
の
動
詞
の
連
体
形
で
あ
る

　問
三
、
傍
線
部
②
「
そ
れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
答
え
を

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

ア
、
現
代
の
若
者
た
ち
は
「
価
値
観
の
多
様
化
」
を
合
い
言
葉
の
よ
う
に
し
て
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

イ
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
画
一
的
な
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
考
え
方
に
動
か
さ
れ
て
い
る
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と

ウ
、
若
者
は
「
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
」
と
か
マ
ス
コ
ミ
的
「
情
報
」
に
対
し
て
敏
感
に
反
応
し
て
し
ま
う
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と

エ
、
現
代
は
若
い
人
た
ち
に
限
ら
ず
、
生
き
方
に
対
し
て
「
価
値
観
の
多
様
化
」
を
持
っ
て
生
活
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

　問
四
、
文
中
に
は
次
の
一
文
が
抜
け
て
い
ま
す
。
文
中
の
（
Ⅰ
）
〜
（
Ⅳ
）
の
中
か
ら
こ
の
一
文
が
入
る
箇
所
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次

の
中
か
ら
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

脱
落
文
「
勉
強
の
問
題
も
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
に
入
り
ま
す
。」

ア
、（
Ⅰ
）　

　
イ
、（
Ⅱ
）　

　
ウ
、（
Ⅲ
）　

　
エ
、（
Ⅳ
）

　問
五
、
傍
線
部
③
「
薬
で
も
の
む
よ
う
に
読
ん
で
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、

答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

ア
、
薬
に
よ
っ
て
病
気
や
怪
我
が
治
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
の
悩
み
を
徹
底
的
に
解
消
し
よ
う
と
し
て
読
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

イ
、
病
気
や
怪
我
と
同
じ
よ
う
に
多
少
苦
痛
を
と
も
な
っ
て
も
、
自
分
の
可
能
性
を
知
ろ
う
と
し
て
読
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

ウ
、
薬
を
の
ん
で
健
康
な
体
に
な
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
健
全
な
精
神
を
養
い
自
分
の
生
き
方
を
補
お
う
と
し
て
読
む
と
い
う
こ
と

エ
、
薬
を
の
み
病
気
や
怪
我
が
治
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
の
生
き
方
を
手
軽
に
つ
か
み
と
ろ
う
と
し
て
読
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

　問
六
、
文
中
の
空
欄
（
Ａ
）
的
・（
Ｂ
）
的
の
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
て
は
ま
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、

答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

ア
、（
Ａ
「
内
省
」・
Ｂ
「
積
極
」）

イ
、（
Ａ
「
短
絡
」・
Ｂ
「
論
理
」）

ウ
、（
Ａ
「
短
絡
」・
Ｂ
「
積
極
」）

エ
、（
Ａ
「
積
極
」・
Ｂ
「
短
絡
」）

　問
七
、
傍
線
部
④
「
そ
う
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
は
何
が
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

ア
、
人
生
の
広
く
深
い
意
味
と
人
間
の
可
能
性
を
読
書
か
ら
学
ぶ
と
い
う
こ
と

イ
、
他
人
の
「
人
生
論
」
な
ど
の
書
物
を
読
ん
で
満
足
を
し
て
し
ま
う
こ
と

ウ
、
読
書
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
の
生
き
方
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と

エ
、
も
と
も
と
人
生
は
自
分
で
生
き
て
つ
か
み
取
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と



	5	

問
八
、
傍
線
部
⑤
「
偶
然
」
と
同
じ
組
み
立
て
方
の
熟
語
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

ア
、
諸
君

　
　
イ
、
御
飯

　
　
ウ
、
美
的

　
　
エ
、
暗
示

問
九
、
傍
線
部
⑥
「
自
己
の
内
部
に
で
き
あ
が
っ
た
特
定
の
形
」
を
言
い
か
え
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
答
え

を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

ア
、
豊
か
な
経
験
を
積
ん
で
、
自
己
の
内
部
に
自
覚
さ
れ
る
も
の

イ
、
努
力
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
自
己
の
内
部
に
つ
く
ら
れ
る
も
の

ウ
、
自
己
の
内
部
に
、
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
で
得
よ
う
と
す
る
も
の

エ
、
自
己
の
内
部
に
、
あ
る
種
の
力
と
し
て
完
成
し
て
い
る
も
の

問
十
、
こ
の
文
章
の
要
旨
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
答
え
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

ア
、
現
代
の
青
少
年
は
、
画
一
的
な
環
境
の
中
で
多
様
な
価
値
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

イ
、
読
書
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
の
は
急
す
ぎ
る

ウ
、
人
間
は
自
分
自
身
で
生
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
事
に
対
し
て
行
動
的
に
立
ち
向
か
う
べ
き
で
あ
る

エ
、
人
間
は
直
面
し
て
い
る
個
人
的
な
悩
み
を
解
決
す
る
よ
り
、
社
会
に
対
す
る
知
識
を
深
め
る
べ
き
で
あ
る


